














歯を失って、やむを得ず入れ歯を作らなければいけない

…。食事をする上で、また健康的に過ごすため、他の歯を

守るためなど、入れ歯がやはり必要になってきます。とこ

ろが、自分の歯で食事をしていた時との差は

大きく、入れ歯だと、自分の歯の20

～30%の咬む力しかないと

言われています。入れ歯

を作れば何でも食べら

れるようになると、つ

い期待が大きくなっ

てしまいます。しかし

実際は、“痛くて食べら

れない”・“不快感が大き

い”・“しゃべりにくい”等、

様々な問題が出てくることがあ

ります。そこで、何とか入れ歯を使えるよ

うにと、微調整を行っていきますが、それでもなかなか

問題点を解決できないこともあります。

私は、“どうすれば入れ歯を合わせることができるのだろ

う…”と思っていました。すると、先生が患者様にこう説

明されました。「入れ歯も道具の一つなんですよ。上手く

使いこなさないといけないんです。」そんな当たり前の

はずの言葉にハッとさせられました。入れ歯も

箸やハサミのように上手く使いこな

さないといけないのだと。口

の中に合わせて作るけれ

ども、その後は“入れ歯

を使いこなそう”とい

う意欲がとても大事に

なってくるのだと改め

て気づかされました。

やはり、病気を治すときと

同様、入れ歯を作った時も、

患者様と一緒に問題解決に取り

組むことができれば、入れ歯が患者様の

生活の一部として重要な役割を果たすことができると

思います。そして、患者様にとって、さらによりよい生活

を送ることにつながるのではと思います。
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